
「教化学研究11」2020. 3 28

瞑
想
文
化
が
世
界
に
受
容
さ
れ
た
背
景
に
つ
い
て

─
仏
教
、
ヨ
ー
ガ
か
ら
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
ま
で
─

影

　山

　教

　俊

は
じ
め
に

　

こ
れ
は
仏
教
や
ヨ
ー
ガ
を
は
じ
め
、
世
界
の
諸
宗
教
を
祈
り
や
修
行
と
い
う
体
験
か
ら
眺
め
る
瞑
想
文
化
論
で
あ
る
。
瞑
想
文
化
と
は

聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
だ
が
、
瞑
想
と
い
う
言
葉
を
聞
け
ば
、
す
ぐ
に
禅
や
ヨ
ー
ガ
（
ヨ
ガ
）
な
ど
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
、
目
を
閉
じ
て
静
か

に
足
を
組
ん
で
座
り
、
心
を
落
ち
着
け
る
姿
を
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、「
禅
」
と
い
え
ば
、
イ
ン
ド
由
来
の
仏
教
が
菩
提
達

磨
（
ボ
ー
デ
ィ
ダ
ル
マ
）
に
よ
っ
て
中
国
へ
と
伝
来
し
て
支
那
化
し
（
中
国
六
世
紀
）、
日
本
へ
と
も
た
ら
さ
れ
た
禅
宗
系
統
の
修
行
法

で
あ
る
。
ま
た
「
ヨ
ー
ガ
」
と
は
古
代
イ
ン
ド
か
ら
さ
ま
ざ
ま
に
発
展
し
伝
承
し
て
き
た
修
行
法
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
瞑
想
の

一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
、
目
を
閉
じ
て
座
っ
た
り
、
内
省
し
た
り
、
考
え
た
り
、
想
像
し
た
り
す
る
「
お
こ
な
い
」
の
こ
と
だ
が
、
そ
こ

に
は
共
通
す
る
あ
る
種
の
生
理
学
的
、
心
理
学
的
な
状
態
が
存
在
す
る
。
こ
れ
が
人
類
す
べ
て
に
共
通
す
る
体
験
と
し
て
の
「
瞑
想
」
で

あ
る
。
こ
の
共
通
す
る
体
験
と
、
そ
の
体
験
を
誘
導
す
る
技
術
が
瞑
想
文
化
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
宗
教
的
な
瞑
想
技
術
（
坐
禅
、
読
経
、
念
仏
、
唱
題
な
ど
）
は
、
仏
教
や
ヨ
ー
ガ
な
ど
の
様
々
な
宗
教
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
、

多
種
多
様
な
言
語
に
よ
っ
て
観
念
的
に
語
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
東
洋
の
瞑
想
技
術
が
欧
米
へ
と
伝
え
ら
れ
る
と
、
そ
の
瞑
想

技
術
は
宗
教
色
を
廃
し
て
医
療
へ
と
応
用
さ
れ
た
。
と
く
に
ジ
ョ
ン
・
カ
バ
ッ
ト
・
ジ
ン
（Jon K

abat-Zinn

）
ら
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
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た
「
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
・
ス
ト
レ
ス
低
減
法
（M

indfulness-based stress reduction

：M
BSR

）」
は
、
一
九
七
九
年
か
ら
ス
ト

レ
ス
や
不
安
を
抱
え
る
人
ば
か
り
で
は
な
く
慢
性
疼
痛
及
び
慢
性
疾
患
の
改
善
等
に
応
用
さ
れ
、
一
九
九
五
年
ま
で
に
そ
の
臨
床
的
エ
ビ

デ
ン
ス
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
大
学
医
学
・
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
・
セ
ン
タ
ー
で
蓄
積
さ
れ
医
療
技
術
と
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
「
瞑
想
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
宗
教
行
為
は
人
類
に
共
通
す
る
生
理
学
的
、
心
理
学
的
な
状
態
に
も
と
づ
く
臨
床
的
証
拠
（
エ
ビ
デ
ン
ス
）
に
よ
っ
て

解
説
さ
れ
「
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
」
と
呼
ば
れ
た
。
ま
さ
に
現
代
で
は
仏
教
や
ヨ
ー
ガ
な
ど
の
修
行
法
は
瞑
想
文
化
と
し
て
開
花
し
た
の

で
あ
る
。

　

瞑
想
が
世
界
共
通
の
文
化
と
し
て
受
容
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
は
現
代
の
科
学
的
な
リ
ア
リ
テ
ィ
が
勝
利
し
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
こ

れ
ま
で
「
瞑
想
」
は
様
々
な
宗
教
に
よ
っ
て
、
百
年
単
位
、
千
年
単
位
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
修
行
法
で
あ
り
、
そ
の
時
代
や
そ
の
国
の
文

化
や
因
習
に
よ
っ
て
語
り
継
が
れ
て
き
た
宗
教
社
会
の
伝
統
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
現
代
の
科
学
的
な
リ
ア
リ
テ
ィ
か
ら
修
行
法

を
眺
め
れ
ば
、
そ
れ
は
心
身
相
関
の
科
学
に
も
と
づ
く
瞑
想
技
術
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
生
理
的
、
心
理
的
な
安
定
を
も
た
ら
す
心
身
一

如
の
状
態
（
瞑
想
状
態
）
を
誘
導
す
る
技
術
で
あ
る
。
い
ま
世
界
の
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
、
仏
教
の
国
々
で
も
、
ま

た
テ
ロ
の
問
題
で
何
か
と
話
題
と
な
っ
て
い
る
イ
ス
ラ
ム
国
（
テ
ロ
組
織
）
で
も
、
近
代
科
学
に
も
と
づ
く
治
療
医
学
が
行
わ
れ
、
電
気

や
ガ
ス
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
会
法
、
イ
ス
ラ
ム
法
、
仏
教
戒
律
な
ど
の
文
化
や
因
習
に
よ

る
制
限
を
受
け
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
宗
教
の
文
化
圏
に
あ
っ
て
も
、
現
代
人
は
科
学
的
な
リ
ア
リ
テ
ィ
を
信
じ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
さ
に
瞑
想
文
化
と
は
、
人
類
す
べ
て
に
共
通
す
る
体
験
と
し
て
の
「
瞑
想
」
を
科
学
的
な
リ
ア
リ
テ
ィ
か
ら

理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
「
瞑
想
文
化
が
世
界
に
受
容
さ
れ
た
背
景
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
順
次
そ
の
経
緯
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
き
た
い
。
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１　
「
瞑
想
」
と
い
う
言
葉
か
ら
瞑
想
文
化
を
眺
め
る

　

こ
こ
で
「
瞑
想
」
と
い
う
言
葉
に
こ
だ
わ
っ
て
み
る
と
、
意
外
に
思
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
ま
日
本
で
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る

「
瞑
想
」
と
い
う
文
字
は
、
仏
教
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
く
『
荘
子
』
な
ど
道
教
に
由
来
す
る
。
瞑
想
は
「
冥
想
」
と
も
書
く
が
、
漢

語
と
し
て
は
、
目
を
閉
じ
て
深
く
思
索
す
る
こ
と
で
、
大
道
（
大
い
な
る
も
の
）
に
合
一
す
る
た
め
の
「
お
こ
な
い
」
と
い
う
意
味
で
、

じ
つ
は
仏
教
に
は
冥
想
と
い
う
言
葉
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
近
代
に
な
っ
て
、
仏
教
が
欧
米
諸
国
で
研
究
・
実
践

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
禅
や
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
修
行
法
が
ヨ
ー
ガ
な
ど
と
と
も
に
、
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
コ
ン
テ
ン
プ
レ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
理
解
さ
れ
、
そ
れ
が
邦
訳
さ
れ
て
「
瞑
想
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
西
欧
に
お
い
て
も
、
カ
ト
リ
ッ
ク
や
キ
リ
ス
ト
教
神

秘
主
義
の
伝
統
で
は
瞑
想
を
重
視
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
仏
教
の
瞑
想
も
、
こ
れ
ら
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
統
と
比
較
さ
れ
、
ま
た
心
理
学
や

精
神
医
学
な
ど
心
理
療
法
の
領
域
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
広
く
普
及
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
意
外
に
も
「
瞑
想
」
と
は
新
し
い
言
葉
だ
っ
た

の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
い
ま
ま
で
「
瞑
想
」
と
邦
訳
さ
れ
た
「
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
」「
コ
ン
テ
ン
プ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
が
、
今
に
わ
か
に
「
イ
ン

サ
イ
ト
」「
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
」
な
る
用
語
へ
と
置
き
か
え
ら
れ
日
本
へ
と
逆
輸
入
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
は
こ
れ
か
ら
述
べ
る
が
、
こ

れ
ら
の
言
葉
の
流
れ
を
眺
め
る
だ
け
で
、
ど
の
よ
う
に
「
瞑
想
」
が
欧
米
に
受
容
さ
れ
た
の
か
が
理
解
で
き
る
。
ま
ず
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ

ン
（M

editation

）
は
「
熟
慮
」「
沈
思
」、
コ
ン
テ
ン
プ
レ
イ
シ
ョ
ン
（Contem

plation

）
は
「
じ
っ
と
見
つ
め
る
こ
と
（
凝
視
）」

「
じ
っ
く
り
と
考
え
る
こ
と
（
熟
慮
）」
を
意
味
す
る
。
い
ず
れ
も
キ
リ
ス
ト
教
の
宗
教
的
な
「
お
こ
な
い
」
を
意
味
す
る
ラ
テ
ン
語
の
メ

デ
ィ
タ
チ
オ
（m

editatio

、
熟
考
）
や
コ
ン
テ
ン
プ
ラ
チ
オ
（contem

platio
、
考
え
る
）
か
ら
の
派
生
語
で
、
祈
り
や
黙
想
と
い
っ
た

宗
教
的
な
「
お
こ
な
い
」
を
表
現
す
る
言
葉
で
あ
る
。

　

ま
た
最
近
よ
く
耳
に
す
る
イ
ン
サ
イ
ト
（insight

）
は
「
洞
察
」
な
ど
を
意
味
す
る
が
、
こ
れ
は
仏
教
の
瞑
想
技
術
の
一
つ
で
あ
る
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観
想
（
観
）、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
は
ヴ
ィ
パ
シ
ャ
ナ
ー
、
パ
ー
リ
語
で
は
ヴ
ィ
パ
サ
ナ
ー
か
ら
の
英
訳
で
あ
る
。
こ
の
「
観
」
は
仏

教
用
語
で
は
自
己
と
向
き
合
う
こ
と
、「
内
観
」
を
意
味
す
る
重
要
な
言
葉
で
あ
る
。
近
年
、
こ
の
よ
う
な
仏
教
用
語
が
英
訳
さ
れ
る
背

景
に
は
、
南
イ
ン
ド
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
の
諸
国
に
栄
え
た
上
座
部
仏
教
（T

heravada Buddhism

）
は
、
お
も
に
西
欧
の
植
民
地
支
配

を
受
け
て
い
た
た
め
、
西
欧
の
各
国
に
は
数
多
く
の
寺
院
や
団
体
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
上
座
部
仏
教
の
瞑
想
技
術
に

対
す
る
関
心
は
、
や
が
て
宗
旨
や
宗
派
、
さ
ら
に
は
出
家
在
家
と
い
う
枠
ま
で
越
え
て
高
ま
り
、
ヴ
ィ
パ
サ
ナ
ー
瞑
想
、
イ
ン
サ
イ
ト
・

メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
関
心
が
ピ
ー
ク
に
達
し
た
欧
米
諸
国
で
は
、
瞑
想
技
術
は
西
洋
仏
教
と
し
て
上
座
部
仏
教
の
宗
教
儀
礼
（
ブ
ッ
ダ

へ
の
帰
依
や
礼
拝
）
な
ど
を
廃
し
て
実
践
さ
れ
（practice

）、
心
理
療
法
か
ら
死
の
看
取
り
や
平
和
活
動
に
い
た
る
幅
広
い
分
野
で
応

用
実
践
さ
れ
、
そ
こ
で
瞑
想
は
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
（m

indfulness

）
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し

た
の
は
、
さ
き
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
大
学
医
学
大
学
院
の
ジ
ョ
ン
・
カ
バ
ッ
ト
・
ジ
ン
等
に
よ
る
「
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
に
基
づ
い
た

ス
ト
レ
ス
緩
和
法
〔
Ｍ
Ｂ
Ｓ
Ｒ
〕」
で
あ
る
。
こ
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
（
注
意
深
さ
、
留
意
）
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
ス
ム
ル
テ
ィ
、

パ
ー
リ
語
の
サ
テ
ィ
、
漢
訳
の
「
念
・
憶
念
」
の
訳
語
で
あ
る
。
仏
教
の
瞑
想
技
術
で
は
、
こ
れ
を
四
念
処
（
チ
ャ
ッ
タ
ー
ロ
・
サ
テ
ィ

パ
ッ
タ
ー
ナ
ー
）
と
呼
ぶ
。
身
体
、
感
覚
、
意
識
、
真
理
の
四
つ
の
気
づ
き
に
よ
っ
て
、
観
念
的
な
思
惟
を
離
れ
て
自
分
の
意
思
（
マ
ナ

ス
）
に
気
づ
く
技
術
で
あ
る
。

　

近
年
に
な
っ
て
「
瞑
想
」
は
「
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
」
の
訳
語
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
れ
は
単
な
る
修
行
法
と
い

う
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て
、
医
療
文
化
ま
で
も
統
合
す
る
世
界
共
通
の
「
瞑
想
文
化
」
と
し
て
受
容
さ
れ
た
と
い
え
る
。
こ
の
瞑
想
文
化
に

よ
っ
て
西
欧
と
東
洋
の
精
神
文
化
が
調
和
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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２　

西
欧
と
東
洋
の
精
神
文
化
が
調
和
し
た
瞑
想
文
化
に
つ
い
て

　

さ
き
の
よ
う
に
「
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
」
と
は
、
東
洋
の
精
神
文
化
（
感
性
・
受
容
）
と
し
て
の
仏
教
（
瞑
想
技
術
）
が
、
西
欧
の
近

代
理
性
を
代
表
す
る
心
理
療
法
に
応
用
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
こ
の
「
心
理
療
法
」
は
、
理
性
的
に
分
析
す
る
と
い
う
知
の
様
式
か
ら
生
ま

れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
心
理
療
法
は
い
う
ま
で
も
な
く
Ｇ
・
フ
ロ
イ
ト
（
一
八
五
九
〜
一
九
三
九
年
）
に
よ
っ
て
二
十
世
紀

初
頭
に
創
始
さ
れ
、
近
代
西
洋
医
学
の
「
病
の
治
療
法
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
そ
れ
は
こ
の
「
私
」
と
は
、
理
性
的
な
自
分
を
認

知
す
る
自
我
（
意
識
）
の
世
界
の
こ
と
で
、
そ
の
世
界
に
あ
る
言
葉
が
投
げ
か
け
ら
れ
た
と
き
、
心
に
浮
か
ん
だ
自
由
な
考
え
を
連
想
す

る
方
法
に
よ
っ
て
刺
激
語
と
連
想
語
の
関
連
を
分
析
し
（
自
由
連
想
法
）、
無
意
識
を
意
識
化
す
る
こ
と
で
心
理
的
な
抑
圧
を
明
ら
か
に

し
た
。
こ
の
治
療
法
が
精
神
分
析
（
独
：psychoanalyse

）
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
精
神
分
析
理
論
の
特
徴
は
因
果
律
に
基
づ
く
決

定
論
で
あ
り
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
の
原
因
は
「
個
人
の
生
活
史
」
の
中
に
あ
り
、
そ
の
原
因
に
つ
い
て
理
性
的
に
分
析
し
、
そ
れ
を
は
っ
き
り

意
識
化
す
る
こ
と
で
患
者
は
癒
さ
れ
る
。
治
療
者
に
は
、
そ
の
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
技
術
と
理
論
の
理
解
が
必
要
で
あ
り
、
患

者
は
徹
底
的
な
分
析
に
よ
っ
て
自
我
を
強
化
し
病
を
癒
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
西
欧
の
近
代
理
性
を
代
表
す
る
考
え
方
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
東
洋
の
精
神
文
化
と
心
理
療
法
と
い
え
ば
、
す
ぐ
に
思
い
出
す
の
が
こ
の
フ
ロ
イ
ト
と
決
別
し
た
Ｃ
・
Ｇ
・
ユ
ン
グ
（
一

八
七
五
〜
一
九
六
一
年
）
で
あ
る
。
ユ
ン
グ
の
心
理
療
法
は
、
フ
ロ
イ
ト
と
異
な
り
精
神
分
裂
病
者
の
治
療
が
多
か
っ
た
た
め
に
、
分
裂

病
の
原
因
を
過
去
の
生
活
史
に
見
出
す
の
を
困
難
と
見
た
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
近
代
理
性
に
も
と
づ
き
、
分
裂
病
の
多
く
の
症
状

を
個
人
の
生
活
史
や
、
何
ら
か
の
物
質
的
原
因
に
還
元
し
て
考
え
る
の
で
は
な
く
、
た
ま
し
い
の
働
き
と
し
て
考
え
る
。
こ
の
現
象
は
因

果
律
で
は
把
握
で
き
な
い
も
の
「
意
味
の
あ
る
偶
然
の
一
致
」
と
表
現
さ
れ
、
ユ
ン
グ
は
心
理
療
法
の
過
程
で
極
め
て
意
味
深
い
形
で
生

じ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
た
ま
し
い
の
働
き
身
を
ゆ
だ
ね
自
分
が
自
分
ら
し
く
な
る
こ
と
が
ユ
ン
グ
の
い
う
個
性
化

の
過
程
（process of individuation

）
で
あ
り
、
そ
れ
は
死
ぬ
ま
で
続
く
過
程
だ
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
病
気
の
因
果
関
係
を
分
析
す
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る
の
で
は
な
く
、
患
者
と
共
に
瞑
想
し
な
が
ら
、
そ
の
現
実
を
受
容
す
る
と
い
う
東
洋
の
精
神
文
化
を
言
い
表
し
て
い
る
。
じ
つ
は
ユ
ン

グ
は
「
ヨ
ー
ガ
瞑
想
」
を
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
九
三
〇
年
か
ら
一
九
五
〇
年
代
ま
で
の
動
向
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
。「
友

人
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
の
追
悼
会
で
、
東
洋
の
伝
統
が
現
代
人
に
救
い
を
も
た
ら
す
と
講
演
」、「
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
で
、
ク
ン
ダ
リ
ニ
・
ヨ
ー
ガ

の
修
行
法
『
聖
蛇
の
力
』（T

he Serpent Pow
er

）
を
テ
キ
ス
ト
に
ヨ
ー
ガ
に
関
す
る
共
同
セ
ミ
ナ
ー
開
催
に
参
画
」、「
エ
ラ
ノ
ス
会

議
に
参
加
し
、
深
層
心
理
学
の
視
点
か
ら
、
思
想
信
条
で
は
得
ら
れ
な
い
諸
宗
教
の
教
義
体
験
の
底
に
あ
る
内
的
体
験
を
討
議
」、「
英
訳

『
チ
ベ
ッ
ト
の
死
者
の
書
』
に
心
理
学
的
立
場
か
ら
解
説
を
書
く
」、「
イ
ン
ド
発
行
の
英
文
誌
に
『
ヨ
ー
ガ
と
東
洋
』
と
題
す
る
論
文
を

寄
稿
し
、
心
理
療
法
と
ヨ
ー
ガ
の
関
係
を
論
じ
る
」、「
英
領
イ
ン
ド
政
庁
の
招
待
で
、
カ
ル
カ
ッ
タ
大
学
創
立
二
十
五
周
年
記
念
講
演
後

に
、
東
洋
の
諸
宗
教
は
西
洋
の
治
療
的
心
理
学
に
対
す
る
偉
大
な
挑
戦
で
あ
る
と
語
る
」、「
ス
イ
ス
連
邦
工
科
大
学
で
、
パ
タ
ン
ジ
ャ
リ

の
『
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
』
を
テ
キ
ス
ト
に
講
義
」、「
鈴
木
大
拙
『
禅
仏
教
入
門
』
の
独
訳
に
序
文
を
寄
稿
」、「『
チ
ベ
ッ
ト
の
偉
大
な

る
解
脱
の
書
』
に
詳
し
い
心
理
学
的
注
解
を
投
稿
」、「
浄
土
教
の
瞑
想
に
つ
い
て
論
じ
た
『
東
洋
的
瞑
想
の
心
理
学
に
つ
い
て
』
を
発

表
」、「
リ
ヒ
ア
ル
ト
・
ヴ
ェ
ル
ヘ
ル
ム
訳
『
易
経
』
の
英
訳
に
序
文
を
寄
稿
」
な
ど
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ユ
ン
グ
の
「
個
性
化
」
を
目
指
す

心
理
療
法
が
、
そ
の
考
察
の
手
が
か
り
と
な
っ
た
も
の
が
「
ヨ
ー
ガ
瞑
想
」
で
あ
る
と
分
か
っ
た
。

３　

瞑
想
文
化
の
歴
史
的
な
経
緯
に
つ
い
て

　

ユ
ン
グ
の
「
個
性
化
」
を
目
指
す
心
理
療
法
の
技
術
が
「
ヨ
ー
ガ
瞑
想
」
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
が
、
じ
つ
は
フ
ロ
イ
ト
も
十
九
世

紀
初
頭
に
「
ヨ
ー
ガ
瞑
想
」
に
よ
る
大
洋
性
の
感
覚
（
瞑
想
体
験
）
が
苦
悩
を
癒
す
技
術
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ

の
瞑
想
技
術
が
欧
米
へ
と
伝
播
す
る
経
緯
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
、
そ
の
起
源
は
一
八
九
三
年
（
明
治
二
十
六
年
）
ア
メ
リ
カ
の
シ
カ
ゴ
で

開
催
さ
れ
た
「
第
一
回
万
国
宗
教
会
議
」
で
あ
る
。
日
本
か
ら
は
釋
宗
演
（
臨
済
宗
円
覚
寺
管
長
）、
蘆
津
實
全
（
天
台
宗
）、
土
宜
法
龍

（
真
言
宗
高
野
山
大
学
林
長
）、
八
淵
蟠
龍
（
浄
土
真
宗
西
本
願
寺
派
）
だ
が
、
特
筆
し
て
お
き
た
い
の
は
、
イ
ン
ド
の
近
代
ヨ
ー
ガ
の
始
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祖
と
謳
わ
れ
た
ス
ワ
ミ
・
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
と
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
仏
教
僧
ア
ナ
ガ
ー
リ
カ
・
ダ
ル
マ
パ
ー
ラ
で
あ
る
。

　

ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
は
ラ
ー
マ
ク
リ
シ
ュ
ナ
の
教
え
を
俯
瞰
し
た
と
い
う
「
不
二
一
元
論
」
に
も
と
づ
い
た
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
そ

の
普
遍
宗
教
的
性
質
、
普
遍
宗
教
の
理
想
に
つ
い
て
講
演
し
た
。
こ
の
「
普
遍
宗
教
」
の
演
説
は
熱
狂
的
に
歓
迎
さ
れ
、
欧
米
で
非
常
に

高
い
評
価
を
受
け
、
と
く
に
ヨ
ー
ガ
と
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
哲
学
に
興
味
を
持
た
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
会
議
が
終
わ
る
と
ア
メ
リ
カ
か

ら
パ
リ
に
寄
っ
て
、
一
八
九
五
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
に
行
っ
て
講
演
し
、
さ
ら
に
二
、
三
年
の
間
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
ロ
ン
ド
ン

に
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
協
会
を
開
設
し
、
主
要
な
大
学
で
講
義
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
活
発
な
東
西
交
流
が
行
わ
れ
、
こ
れ
が
ラ
ー
マ

ク
リ
シ
ュ
ナ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
運
動
に
つ
な
が
っ
た
。

　

一
方
、
フ
ロ
イ
ト
は
一
八
八
六
年
か
ら
一
八
九
五
年
の
間
に
自
由
連
想
法
に
も
と
づ
く
精
神
分
析
理
論
を
う
ち
立
て
、
近
代
理
性
を
確

立
し
、『
あ
る
幻
想
の
未
来
』（『
フ
ロ
イ
ト
著
作
集
』
三
、
人
文
書
院
、
一
九
八
一
年
）
の
中
で
、
神
経
症
の
患
者
が
精
神
分
析
で
治
療

す
る
の
と
同
様
に
、
文
化
の
抑
圧
が
も
た
ら
し
た
結
果
を
理
性
的
な
精
神
の
働
き
に
よ
っ
て
克
服
す
べ
き
時
代
が
き
て
い
る
。
そ
れ
は
理

性
的
な
営
み
で
あ
る
科
学
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
社
会
的
、
宗
教
的
な
因
習
の
抑
圧
を
理
性
的
に
理
解
す
る
こ
と

が
重
要
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
に
近
代
理
性
を
掲
げ
る
フ
ロ
イ
ト
と
親
交
の
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
ロ
マ
ン
・
ロ

ラ
ン
は
『
ラ
ー
マ
ク
リ
シ
ュ
ナ
の
生
涯
』、『
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ナ
ン
ダ
の
生
涯
と
普
遍
的
福
音
』（『
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
全
集
』
十
五
、
み
す

ず
書
房
、
一
九
八
一
年
）
な
ど
を
著
す
ほ
ど
ヨ
ー
ガ
と
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
哲
学
に
精
通
し
て
お
り
、
フ
ロ
イ
ト
と
は
ヨ
ー
ガ
の
瞑
想
体
験

な
ど
に
つ
い
て
往
復
書
簡
を
交
わ
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
『
文
化
へ
の
不
満
』（『
フ
ロ
イ
ト
著
作
集
』
三
）
の
中
で
ロ
ラ
ン
が
ヨ
ー
ガ
に
よ
っ
て
瞑
想
体
験
（
宗
教
の

源
泉
）
を
す
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
苦
悩
が
解
決
す
る
と
伝
え
る
と
、
フ
ロ
イ
ト
は
瞑
想
体
験
を
精
神
分
析
的
に
解
釈
し
、
瞑
想
体
験
を
「
大

洋
性
」
の
感
情
だ
と
い
い
、
そ
れ
は
宗
教
的
な
慰
め
で
あ
り
、
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
（
自
己
愛
）
に
逃
げ
込
む
こ
と
だ
と
い
う
。
さ
ら
に
ヨ
ガ

の
修
行
に
よ
っ
て
意
識
を
外
界
か
ら
内
面
に
向
け
て
、
身
体
の
機
能
に
注
意
を
集
中
し
、
独
特
の
呼
吸
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
我
意
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識
（
欲
動
）
を
忘
却
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
自
我
意
識
を
忘
却
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
真
の
意
味
で
心
の
平
安
と
い
う
幸
福
に
い
た
る

道
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
、
理
性
的
な
分
析
に
よ
っ
て
自
我
を
強
化
し
心
の
平
安
を
求
め
よ
と
い
う
。
フ
ロ
イ
ト
は
す
べ
て
の
も
の
と

一
体
化
し
て
欲
動
が
滅
却
さ
れ
て
も
、
没
我
的
に
自
我
を
放
棄
す
る
こ
と
は
文
化
を
否
定
す
る
こ
と
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
往
復
書

簡
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
二
十
世
紀
初
頭
か
ら
苦
悩
を
克
服
す
る
た
め
に
、
自
我
を
強
化
し
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
を
克
服
す
る
道
（
精
神
分

析
）
と
、
自
我
を
放
棄
し
て
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
に
ど
っ
ぷ
り
つ
か
る
道
（
瞑
想
）
の
二
つ
が
あ
る
こ
と
を
フ
ロ
イ
ト
は
知
っ
て
い
た
。
そ
の

上
で
精
神
分
析
と
い
う
近
代
理
性
の
扉
を
開
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

次
に
ス
リ
ラ
ン
カ
の
仏
教
僧
ア
ナ
ガ
ー
リ
カ
・
ダ
ル
マ
パ
ー
ラ
で
あ
る
。
ダ
ル
マ
パ
ー
ラ
は
生
涯
を
通
じ
て
シ
ン
ハ
ラ
仏
教
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ス
ト
だ
っ
た
が
、
一
八
九
〇
年
代
に
入
る
と
本
拠
を
イ
ン
ド
に
お
き
、
一
八
九
一
年
の
大
菩
提
会
（M

aha Bodhi Society

）
の
設

立
に
係
わ
り
、「
第
一
回
万
国
宗
教
会
議
」
に
は
同
会
の
代
表
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
彼
は
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
支
配
と
い
う
巨
大
な

物
理
的
強
制
力
と
文
化
的
支
配
の
中
に
あ
っ
て
西
洋
人
や
キ
リ
ス
ト
教
そ
の
も
の
の
批
判
を
せ
ず
に
、
瞑
想
体
験
と
し
て
の
「
縁
起
、

空
」
に
つ
い
て
講
演
し
た
と
い
う
。

　

こ
の
ダ
ル
マ
パ
ー
ラ
と
深
く
関
わ
っ
た
の
が
、
ア
メ
リ
カ
の
哲
学
者
で
あ
り
、
心
理
学
者
の
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
（
一
八
四
二

〜
一
九
一
〇
年
）
で
あ
る
。
ジ
ェ
ー
ム
ス
は
『
宗
教
的
経
験
の
諸
相
』（
一
九
〇
一
年
か
ら
一
九
〇
二
年
に
か
け
て
イ
ギ
リ
ス
の
エ
ジ
ン

バ
ラ
大
学
で
行
わ
れ
た
講
義
録
）
の
中
で
、
フ
ロ
イ
ト
と
は
相
反
す
る
宗
教
理
解
を
展
開
し
て
い
る
。
ジ
ェ
ー
ム
ス
の
宗
教
理
解
は
、
普

通
の
信
者
と
い
う
も
の
は
、
仏
教
徒
も
、
キ
リ
ス
ト
教
と
も
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
因
習
的
儀
式
に
し
た
が
っ
て
い

る
。
伝
統
的
な
宗
教
で
も
習
慣
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
二
番
煎
じ
の
宗
教
生
活
を
研
究
し
た
と
こ
ろ
で
利
益
は
な
い
。
む
し
ろ
他
人
の
示

唆
に
よ
っ
て
生
じ
た
感
情
や
、
模
倣
的
行
為
の
模
範
と
な
っ
た
根
源
的
な
経
験
を
研
究
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た

（『
宗
教
的
経
験
の
諸
相
』
岩
波
文
庫
上
、
一
九
頁
、
一
九
六
九
年
）。
そ
し
て
、
そ
れ
を
物
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
一

九
〇
二
年
四
月
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
が
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
心
理
学
の
講
義
を
し
て
い
た
と
き
、
そ
の
聴
衆
に
ス
リ
ラ
ン
カ
の
有
名
な
仏
教
者
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で
あ
る
ダ
ル
マ
パ
ー
ラ
が
い
る
こ
と
に
気
づ
き
「
ど
う
ぞ
私
と
代
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
方
が
私
よ
り
も
心
理
学
に
つ
い
て
講
義

す
る
資
格
が
あ
り
ま
す
」
と
ダ
ル
マ
パ
ー
ラ
に
講
義
を
頼
ん
だ
と
い
う
。
さ
ら
に
「
仏
教
こ
そ
二
五
年
後
に
、
皆
が
勉
強
す
る
こ
と
に
な

る
心
理
学
で
す
」
と
発
言
し
た
と
い
う
（Rick Fields,　

”H
ow

 the Sw
ans Cam

e to the Lake

”, PP.134-135, 1976

）。
仏
教
が

瞑
想
技
術
と
し
て
欧
米
に
評
価
さ
れ
る
ま
で
二
五
年
で
は
な
か
っ
た
が
、
お
よ
そ
百
年
と
い
う
歳
月
を
か
け
て
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
が
示
唆
し

た
「
心
理
学
と
仏
教
」
は
テ
ー
ラ
ワ
ー
ダ
仏
教
の
ヴ
ィ
パ
サ
ナ
ー
瞑
想
、
イ
ン
サ
イ
ト
・
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と

し
て
現
代
社
会
に
受
容
さ
れ
た
こ
と
は
さ
き
の
通
り
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
さ
き
の
「
第
一
回
万
国
宗
教
会
議
」
で
東
洋
の
宗
教
が
欧
米
諸
国
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
で
、
フ
ロ
イ
ト
、
ユ
ン
グ
、
ジ
ェ

ー
ム
ス
ら
の
欧
米
の
精
神
文
化
に
は
多
大
の
影
響
が
与
え
ら
れ
た
が
、
さ
ら
に
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
一
九
五
〇
年
代
に
は
、
欧
米
列
国

に
植
民
地
化
さ
れ
て
い
た
ア
ジ
ア
諸
国
は
解
放
さ
れ
た
こ
と
で
、
仏
教
や
ヨ
ー
ガ
は
欧
米
諸
国
に
伝
播
し
、
数
々
の
仏
教
や
ヨ
ー
ガ
の
寺

院
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
近
代
化
す
る
イ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
一
九
二
〇
年
代
に
カ
イ
バ
ル
ヤ
・
ダ
ー
マ
・
ヨ
ー
ガ
研
究
所
に
よ
る
ヨ
ー

ガ
の
科
学
的
研
究
が
は
じ
ま
り
、
イ
ン
ド
独
立
の
父
と
呼
ば
れ
る
マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン
ジ
ー
は
ニ
サ
ラ
ゴ
ー
チ
ャ
ル
・
ア
シ
ュ
ラ
ム
を
建
立

し
（
一
二
〇
施
設
）、
ヨ
ー
ガ
に
も
と
づ
く
自
然
療
法
を
推
奨
し
て
い
る
（M

ohandas K
aram

chand Gandhi, 

“H
O

W
 T

O
 

H
EA

LT
H

”, 1932

）。
現
代
イ
ン
ド
の
首
相
ナ
レ
ン
ド
ラ
・
モ
ー
デ
ィ
が
国
際
ヨ
ー
ガ
・
デ
ー
を
制
定
し
、
さ
ら
に
ヨ
ー
ガ
教
師
や
ヨ
ー

ガ
療
法
士
、
ま
た
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
医
師
の
国
家
認
定
資
格
を
制
定
し
た
の
も
こ
の
よ
う
な
影
響
下
に
あ
る
。
ま
た
仏
教
の
伝
播
は
、

中
国
軍
の
チ
ベ
ッ
ト
侵
攻
に
よ
り
イ
ン
ド
に
亡
命
政
権
を
樹
立
し
た
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
十
四
世
が
大
い
に
貢
献
し
て
い
る
。

ヨ
ー
ガ
に
お
い
て
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
北
イ
ン
ド
の
聖
地
リ
シ
ケ
シ
の
マ
ハ
リ
シ
・
マ
ヘ
ー
シ
ュ
・
ヨ
ー
ギ
ー
を
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
四
人

組
が
欧
米
へ
と
紹
介
し
、
と
く
に
ア
メ
リ
カ
で
は
Ｔ
Ｍ
瞑
想
法
や
マ
ハ
リ
シ
・
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
大
学
が
で
き
て
い
る
。
日
本
仏
教
は
、

ア
メ
リ
カ
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
へ
と
曹
洞
宗
鈴
木
俊
隆
が
わ
た
り
一
九
六
二
年
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
禅
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、
さ
ら

に
フ
ラ
ン
ス
に
は
同
じ
く
曹
洞
宗
の
弟
子
丸
泰
仙
が
わ
た
り
一
九
七
〇
年
に
国
際
禅
セ
ン
タ
ー
を
設
立
す
る
。
解
放
さ
れ
た
ア
ジ
ア
諸
国
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の
テ
ー
ラ
ワ
ー
ダ
仏
教
は
西
欧
諸
国
へ
と
伝
播
し
な
が
ら
、
ミ
ヤ
ン
マ
ー
仏
教
の
サ
ヤ
ジ
・
ウ
・
バ
・
キ
ン
の
伝
統
を
受
け
継
い
だ
サ
テ

ィ
ア
・
ナ
ラ
ヤ
ン
・
ゴ
エ
ン
カ
が
一
九
六
九
年
に
一
〇
日
間
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ヴ
ィ
パ
サ
ナ
ー
瞑
想
を
イ
ン
ド
に
て
指
導
を
は
じ
め
た
。

ゴ
エ
ン
カ
は
二
〇
〇
〇
年
に
国
連
で
開
催
さ
れ
た
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
世
界
平
和
サ
ミ
ッ
ト
」
で
平
和
宣
言
を
し
、「
ブ
ッ
ダ
の
瞑
想
技
術
に

よ
る
世
界
平
和
」
を
訴
え
た
。
こ
れ
以
降
、
仏
教
や
ヨ
ー
ガ
は
「
瞑
想
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

さ
き
の
よ
う
に
瞑
想
技
術
が
欧
米
社
会
に
文
化
と
し
て
受
容
さ
れ
た
背
景
に
は
、
と
く
に
科
学
と
医
学
の
教
育
を
受
け
た
心
理
療
法
家

た
ち
が
苦
心
惨
憺
し
て
東
洋
の
伝
統
的
な
瞑
想
技
術
を
マ
ス
タ
ー
し
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
著
名
な
と
こ
ろ
で
は
、
マ
ー
ク
・
エ
プ
ス

タ
イ
ン
（M

ark Epstein, M
.D

.

）
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
並
び
に
ハ
ー
バ
ー
ド
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
ク
ー
ル
（
医
科
大
学
院
）
を
卒
業
し
、

ア
メ
リ
カ
の
ヴ
ィ
ッ
パ
サ
ナ
ー
瞑
想
の
拠
点
Ｉ
Ｍ
Ｓ
（Insight M

editation Society

）
の
創
立
者
ジ
ャ
ッ
ク
・
コ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
と
、

ジ
ョ
セ
フ
・
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
タ
イ
ン
に
師
事
す
る
な
ど
の
経
歴
を
持
ち
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
瞑
想
と
サ
イ
コ
セ
ラ
ピ
ー
を
行
っ
て
い
る
。

　

ラ
リ
ー
・
ロ
ー
ゼ
ン
バ
ー
グ
（Larry Rosenberg

）
は
、
社
会
心
理
学
の
博
士
号
を
持
ち
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、
シ
カ
ゴ
大
学
、
ブ

ラ
ン
ダ
イ
ズ
大
学
で
十
年
ほ
ど
教
鞭
を
執
り
な
が
ら
、
ク
リ
シ
ュ
ナ
ム
ル
テ
ィ
、
ヴ
ェ
ー
ダ
ン
タ
、
禅
な
ど
を
経
て
、
ヴ
ィ
パ
サ
ナ
ー
瞑

想
に
い
た
る
瞑
想
歴
は
30
年
に
及
び
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
イ
ン
サ
イ
ト
・
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
の
創
設
者
で
あ
る
。
イ
ン
サ

イ
ト
・
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
の
創
設
期
か
ら
の
中
心
的
指
導
者
で
あ
り
、
近
年
は
ヨ
ー
ガ
・
セ
ン
タ
ー
で
も
ヴ
ィ
パ
サ

ナ
ー
瞑
想
を
教
え
て
い
る
。

　

さ
き
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
立
役
者
で
あ
る
ジ
ョ
ン
・
カ
バ
ッ
ト
・
ジ
ン
（Jon K

abat-Zinn

）
は
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大

学
で
分
子
生
物
学
博
士
号
を
取
得
し
、
一
九
七
五
年
に
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
大
学
医
学
部
の
中
に
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
・
セ
ン
タ
ー
（
マ

イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
に
も
と
づ
く
ス
ト
レ
ス
低
減
法
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
）
を
開
設
し
て
い
る
。
彼
は
ヴ
ィ
パ
サ
ナ
ー
瞑
想
や
禅
を
学
び
、

ブ
ッ
ダ
は
人
間
の
悩
み
の
解
決
に
取
り
組
ん
だ
人
物
で
あ
り
、
そ
の
解
決
法
と
な
っ
た
の
が
仏
教
思
想
や
修
行
法
で
あ
る
。
そ
れ
を
現
代

的
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
し
て
問
題
解
決
に
役
立
て
た
の
が
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
・
ス
ト
レ
ス
低
減
法
で
あ
る
（『
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
ス
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ト
レ
ス
低
減
法
』
北
大
路
書
房
、
二
〇
〇
七
年
）。

　

さ
ら
に
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
・
ス
ト
レ
ス
低
減
法
が
心
理
療
法
の
分
野
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
認
知
療
法
の
分
野
で
著
名

な
、
テ
ィ
ー
ズ
デ
ー
ル
（J.D

.T
easdale

）
等
が
こ
の
ス
ト
レ
ス
低
減
法
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
入
れ
て
、
う
つ
病
の
再
発
予
防
に
効
果
が

あ
る
こ
と
を
検
証
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
エ
マ
ー
ソ
ン
（D

avid Em
erson

）
は
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
ボ
ス
ト
ン
ト
ラ
ウ
マ
・
セ
ン
タ
ー
の
ヨ
ー
ガ
部

門
長
、
公
認
ヨ
ー
ガ
教
師
と
し
て
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
セ
ン
タ
ー
創
設
者
ビ
ッ
セ
ル
・
ヴ
ァ
ン
・
デ
ア
・
コ
ー
ク
博
士
（Bessel van 

der K
olk, M

.D
.

）
と
と
も
に
、「
ト
ラ
ウ
マ
・
ゼ
ン
シ
テ
ィ
ブ
・
ヨ
ー
ガ
」
を
開
発
し
、
心
理
療
法
と
し
て
応
用
し
て
い
る
（『
ト
ラ
ウ

マ
を
ヨ
ー
ガ
で
克
服
す
る
』
紀
伊
国
屋
書
店
、
二
〇
一
一
年
）。
ち
な
み
に
、
ヴ
ァ
ン
・
デ
ア
・
コ
ー
ク
博
士
は
精
神
科
医
、
ボ
ス
ト
ン

大
学
医
学
部
教
授
、
国
際
ト
ラ
ウ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ス
ト
レ
ス
学
会
会
長
を
歴
任
し
た
人
物
で
あ
る
。

　

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
総
合
病
院
の
サ
ラ
・
ラ
ザ
ー
（Sara Lazar,M

.D
.

）
は
、
精
神
科
医
、
心
身
医
学
の
専
門
家
と
し
て
訓
練
を
受

け
た
人
物
だ
が
、
学
生
時
代
に
交
通
事
故
に
遭
っ
た
こ
と
を
期
に
ヴ
ィ
パ
サ
ナ
ー
瞑
想
、
ハ
タ
・
ヨ
ー
ガ
を
実
践
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ

の
経
験
が
瞑
想
体
験
の
科
学
的
研
究
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

　

こ
こ
ま
で
長
々
と
つ
づ
っ
た
が
、
す
で
に
お
気
づ
き
の
方
も
あ
る
と
思
う
が
、
こ
の
瞑
想
文
化
論
と
は
「
教
化
学
」
の
ス
タ
ン
ス
で
考

察
さ
れ
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
「
仏
教
や
ヨ
ー
ガ
を
は
じ
め
、
世
界
の
諸
宗
教
を
祈
り
や
修
行
と
い
う
体
験
か
ら
眺
め
る
」
こ
と

で
、
仏
教
や
ヨ
ー
ガ
の
瞑
想
技
術
が
、
ジ
ョ
ン
・
カ
バ
ッ
ト
・
ジ
ン
ら
の
「
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
・
ス
ト
レ
ス
低
減
法
」
の
開
発
に
つ
な

が
り
、
さ
ら
に
宗
教
界
か
ら
医
療
界
へ
と
、
世
界
的
に
普
及
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
八
九
三
年
の
「
第
一
回
万

国
宗
教
会
議
」
を
皮
切
り
に
、
東
洋
の
宗
教
が
欧
米
へ
と
伝
播
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
ア
ジ
ア
の
辺
境
で
様
々
な
言
語
で
語

ら
れ
て
き
た
宗
教
文
化
が
英
語
へ
と
翻
訳
さ
れ
、
さ
ら
に
現
代
の
科
学
的
な
リ
ア
リ
テ
ィ
に
よ
っ
て
、
仏
教
や
ヨ
ー
ガ
の
瞑
想
技
術
が
共
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有
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
い
ま
日
本
の
仏
教
界
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
仏
教
を
「
経
論
釈
」
に
よ
っ
て
解
説
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
仏

教
の
信
行
に
も
と
づ
く
体
験
的
な
理
解
と
、
そ
の
解
説
で
あ
る
と
思
う
次
第
で
あ
る
。

 
（
参
考
文
献
：
拙
著
『
瞑
想
と
は
何
か
』
─
修
行
法
か
ら
瞑
想
法　

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
ま
で
─
、
キ
ン
ド
ル
版
、
二
〇
一
七
年
）

02-03　影山.indd   39 2020/06/30   11:05


	教化学研究11.pdfから挿入したしおり
	表　紙
	大　扉
	目　次
	巻頭言
	不必要な寺は消える

	第二十回日蓮宗教化学研究発表大会
	寺院における婚活支援活動─未信徒教化の視点から─
	伝わるからだの探求　その⑤　─ 無縁思考─
	瞑想文化が世界に受容された背景について─仏教、ヨーガからマインドフルネスまで─
	出雲大社の法華経
	七面天女授与の鐺─『本化別頭佛祖統記』の引用書籍からの検証─
	使い捨てプラスチックと子どもの教育について─ 子ども修養道場での実践結果報告─
	死別の悲嘆と教化の周辺
	『いのちに合掌』の対象とする「いのち」とは何か

	特別報告
	山梨県早川町における無住寺院の実態と檀信徒の対応─山梨県早川町寺院調査の中間報告─
	輪廻転生はどのように説かれるべきか
	死刑制度の存廃をめぐる議論と仏教の立場について

	あとがき
	執筆者一覧
	奥　付


